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平
成
30
年
度
か
ら

　

西
脇
市
高
齢
者
安
心
プ
ラ
ン

（
西
脇
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
）
は
、
老
人
福

祉
法
お
よ
び
介
護
保
険
法
に
基
づ

い
て
、
市
の
高
齢
者
福
祉
お
よ
び

介
護
保
険
事
業
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

計
画
で
は
、
高
齢
者
の
自
立
生

活
の
支
援
・
介
護
予
防
の
ほ
か
、

医
療
と
介
護
の
連
携
等
の
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
定
め
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
先

　

〒
6
7
7‐8
5
1
1

　

西
脇
市
郷
瀬
町
6
0
5

　

長
寿
福
祉
課
あ
て

　

☎
22‐3
1
1
1

　
　

22‐6
0
3
7

　
　

chouju@city.nishiwaki.lg.jp

■
問
合
せ　

長
寿
福
祉
課
（
市
役

所
内
線
3
4
4
）

第
12
回
へ
そ
の
西
脇
・
織
物
ま

つ
り
審
査
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
加
杉
野
お
ど
り
】

加
杉
野
大
賞
＝
あ
ま
の
じ
ゃ
く

〝
い
組
〞
▽
加
杉
野
準
大
賞
＝
今

村
組
阪
奈
連
合
▽
西
脇
市
長
賞
＝

風
火
雷
霆
▽
富
良
野
市
長
賞
＝
丹

波
篠
山
楽
空
間
▽
西
脇
市
観
光
協

会
長
賞
＝
裏
播
州
鬼
ほ
お
ず
き
灯

▽
実
行
委
員
長
賞
＝
チ
ー
ム
鬼
灯

▽
し
ば
ざ
く
ら
賞
＝
渡
衆
▽
に
っ

し
ー
賞
＝
百
桜
繚
乱
〜
龍
虎
連
〜

▽
さ
く
ら
賞
＝
八
琴

▽
キ
ッ
ズ

大
賞
＝
リ
ト
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
バ
ト

ン
テ
ィ
ー
ム

【
へ
そ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
】

グ
ラ
ン
プ
リ
＝
遠
藤
利
夫
▽
準
グ

ラ
ン
プ
リ
＝
藤
本
昭
人

【
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
】

金
賞
＝
本
村
英
二
▽
銀
賞
＝
明
野

敏
行
▽
銅
賞
＝
都
倉
重
忠
▽
特
別

賞
＝
徳
岡
千
津
子
▽
入
選
＝
井
本

初
美
、
郁
る
月
の
、
神
月
祥
江
、

荒
木
恵
子
、
荒
木
孝
允
、
銀
崎
宜

広
、
小
松
浩
生
、
髙
見
弘
行
、
西

山
誠
、
南
都
健
治
、
長
谷
井
泉
之

進
、
鳥
羽
孝
二

■
問
合
せ　

へ
そ
の
西
脇
・
織
物

ま
つ
り
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内

／
市
役
所
内
線
2
8
1
）

《
お
知
ら
せ
》

第
13
回
へ
そ
の
西
脇
・
織
物
ま
つ
り

平
成
30
年
8
月
25
日（
土
）／
日
本

へ
そ
公
園
▽
8
月
26
日（
日
）／
総

合
市
民
セ
ン
タ
ー
・
機
殿
神
社

健
康
増
進
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
特
定
健
診
部
門
】

最
優
秀
賞
＝
脇
坂
心
寧（
芳
田
小
）

▽
優
秀
賞
＝
緒
方
碧（
西
脇
南
中
）

▽
奨
励
賞
＝
伊
藤
大
雅
（
重
春

小
）、
大
西
杏
（
重
春
小
）、
吉
田

彩
乃
（
西
脇
中
）、
丸
山
皓
暉（
西

脇
南
中
）、
伊
藤
来
瞳
（
黒
田
庄

中
）

【
た
ば
こ
部
門
】

最
優
秀
賞
＝
岡
本
か
ん
な
（
西
脇

中
）
▽
優
秀
賞
＝
上
田
芽
生
（
桜

丘
小
）
▽
奨
励
賞
＝
松
田
華
那

（
西
脇
小
）、
長
谷
川
不
動
（
芳

田
小
）、
釜
須
美
優
（
西
脇
中
）、

村
上
優
太
（
西
脇
南
中
）、
下
原

咲
彩
（
西
脇
南
中
）

【
食
育
部
門
】

最
優
秀
賞
＝
笹
倉
布
幸
（
西
脇
南

中
）
▽
優
秀
賞
＝
荻
野
芽
（
黒
田

庄
中
）
▽
奨
励
賞
＝
深
瀬
光
貴

（
西
脇
小
）、
北
田
令
（
重
春
小
）、

達
可
葵
衣
（
重
春
小
）、
氏
原
旺

祐
（
黒
田
庄
中
）、
藤
井
す
ず
な

（
黒
田
庄
中
）
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■基本理念
①自立生活の支援・介護予防の推進
②安心して暮らせる高齢者福祉サー
　ビスの充実
③地域包括ケアシステムの深化・推
　進

■計画の取り組み
•介護予防の推進
•認知症施策の推進
•介護サービスの基盤整備
•包括的な地域ケア体制の推進
•高齢者の権利擁護の推進
•地域福祉の推進

プランの概要

■基本理念
　互いにみとめあい　住みなれた地
域で　その人らしく暮らせるまち　
にしわき
■基本目標
①人権を尊ぶまちづくり
②成長と学びを支えるつながりづくり
③住み慣れた地域での安全・安心な
　暮らしづくり
④社会参加と生きがいづくり
⑤共に暮らせる地域づくり
■重点取り組み
•差別解消の推進と合理的配慮の促進
•切れ目のない療育・教育の支援体
　制の推進
•相談支援の充実
•就労支援の充実

計画の概要
　

西
脇
市
障
害
者
基
本
計
画
と
第

5
期
西
脇
市
障
害
者
福
祉
計
画
は
、

そ
れ
ぞ
れ
障
害
者
基
本
法
と
障
害

者
総
合
支
援
法
に
基
づ
い
て
策
定

す
る
も
の
で
す
。
計
画
で
は
、
市

の
障
害
者
施
策
の
基
本
的
な
方
向

性
や
そ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
方

策
、
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
内
容

に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
先

　

〒
6
7
7‐8
5
1
1

　

西
脇
市
郷
瀬
町
6
0
5

　

社
会
福
祉
課
あ
て

　

☎
22‐3
1
1
1

　
　

22‐6
0
3
7

　
　

syogai-fukushi@
city.nishi

　
　

w
aki.lg.jp

■
手
話
通
訳

　

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
社
会
福

祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
（
市
役

所
内
線
2
6
3
）

■
意
見
募
集
期
間

　

12
月
1
日（
金
）
〜
平
成
30
年

1
月
4
日（
木
）

■
閲
覧
場
所

　

各
担
当
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー
、
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

■
意
見
の
提
出
方
法

　

任
意
の
様
式
で
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

担
当
課
へ
提
出
。
住
所
、
氏
名

（
ま
た
は
団
体
名
）、
連
絡
先
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
内
容
を
確
認
す
る
場
合
に

　

限
り
個
人
情
報
を
利
用
し
ま
す
。

■
そ
の
他

・
電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の

　

意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
提
出
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回

　

答
は
し
ま
せ
ん
。

・
意
見
の
反
映
結
果
な
ど
市
の
考

　

え
方
は
、
提
出
意
見
と
と
も
に
、

　

後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

　

ま
す
。

西
脇
市
障
害
者
基
本
計
画
・

第
５
期
西
脇
市
障
害
者
福
祉
計
画
（
案
）

第
７
期
西
脇
市
高
齢
者
安
心
プ
ラ
ン
（
案
）

共
通
事
項

国
民
健
康
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

平
成
30
年
4
月
1
日
に
国
民
健

康
保
険
制
度
（
国
保
）
が
改
正
さ

れ
、
そ
の
財
政
運
営
を
都
道
府
県

（
兵
庫
県
）
が
一
括
し
て
担
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
加
入
者

の
高
齢
化
や
高
度
医
療
の
推
進
等

に
伴
っ
て
医
療
費
が
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
全
て
の
市
町
村

国
民
健
康
保
険
が
今
後
も
安
定
的

に
運
営
で
き
る
よ
う
に
改
正
さ
れ

る
も
の
で
す
。
運
営
主
体
と
な
る

兵
庫
県
は
市
町
に
国
保
運
営
方
針

を
示
し
、
市
町
が
担
う
事
務
の
効

率
化
・
標
準
化
・
広
域
化
を
推
進

し
ま
す
。

■
主
な
変
更
点

　

次
の
①
〜
③
が
都
道
府
県
単
位

の
運
営
に
変
わ
り
ま
す
。

①
国
保
の
財
政
運
営

　

兵
庫
県
が
県
内
の
医
療
費
を
推

計
し
、
そ
の
医
療
費
を
賄
う
た
め

の
金
額
を
市
町
ご
と
に
算
定
し
て

通
知
し
ま
す
。
市
町
は
算
定
さ
れ

た
金
額
を
被
保
険
者
か
ら
国
保
税

と
し
て
集
め
、
兵
庫
県
へ
納
付
し

ま
す
。

②
被
保
険
者
の
資
格

　

西
脇
市
か
ら
県
内
の
他
市
町
へ

住
所
を
異
動
し
た
場
合
、
被
保
険

者
の
資
格
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く

兵
庫
県
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
と
し
て
継
続
し
ま
す
。
兵
庫
県

外
へ
住
所
を
異
動
し
た
場
合
は
資

格
が
喪
失
し
、
異
動
先
で
改
め
て

資
格
取
得
手
続
き
が
必
要
で
す
。

③
高
額
療
養
費
の
該
当
回
数
（
月

数
）
の
引
き
継
ぎ

　

高
額
療
養
費
の
該
当
回
数
（
月

数
）
が
多
数
と
な
れ
ば
、
自
己
負

担
限
度
額
が
減
額
と
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
西
脇
市
か
ら
県
内
の

他
市
町
へ
住
所
を
異
動
し
た
場
合
、

平
成
30
年
4
月
か
ら
の
受
診
に
つ

い
て
、
西
脇
市
の
高
額
療
養
費
に

該
当
し
た
回
数
（
月
数
）
を
異
動

先
の
市
町
に
お
い
て
も
引
き
継
い

で
カ
ウ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
そ
の
他

　

被
保
険
者
証
の
名
称
が
、
平
成

30
年
11
月
の
更
新
か
ら
「
兵
庫
県

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」
に

な
り
ま
す
。

■
諸
手
続
き
の
方
法

　

こ
れ
ま
で
同
様
、
次
の
手
続
き

は
西
脇
市
役
所
で
取
り
扱
い
ま
す
。

①
被
保
険
者
証
等
の
交
付

②
国
保
資
格
取
得
喪
失
等
の
各
種

届
出

③
高
額
療
養
費
・
療
養
費
等
の
各

種
給
付
の
申
請

④
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
・
徴

収⑤
特
定
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
の
助

成
等
の
保
健
事
業

■
問
合
せ　

保
険
医
療
課
保
険
担

当
（
市
役
所
内
線
2
5
3
･
2
5

4
）

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
（
平
成
30
年
１
月
４
日
ま
で
）


